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発 行 所 

五所川原市役所 

443号 

昭和54年3 月15日 

印 刷 西 北 印 刷 の広朋こねかわら 
男 	25,562人 

女 27,160人 

「ー
・
いち
ね
ん
せ
い
に
な
っ

た
ら
、
と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
で

き
る
か
な

ー
ーI山
 

新
学
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
 

新
し
く
入
園
、
入
学
す
る
お
 

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
で

は
、
喜
び
に
満
ち
た
期
待
感
で

い
っ
ぱ
い
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

そ
の
反
面
、

お
子
さ
ん
の
健

康
を
は
じ
め
、
集
団
生
活
に
な
 

れ
る
だ
ろ
う
か
、
友
だ
ち
は
で

き
る
だ
ろ
う
か
、
交
通
事
故
に

あ
わ
な
い
だ
ろ
う
か
 

と
心

配
の
タ
ネ
も

つ
き
な
い
と
思
い

ま
す
。
 

豊
な
心
と
丈
夫
な
体
を
も
っ

た
子
供
た
ち
の
成
長
を
願
っ
て
 

み
ん
な
で
温
か
く
と
き
に
は
厳

し
く
見
守
っ
て
あ
げ
た
い
も
の

で
す
。
 

〔
写
真
ー
こ
の
ほ
ど

市
民
文
 

化
会
館
で
行
わ
れ
た
新
一
年
生

と
お
母
さ
ん
の
集

い
で
〕
 

世 帯 数 	14,361 

（昭和54年 3 月 1日現在）住民基本台帳か 五所川原 
市ま日書館 

一
年
生
よ
な
っ
た
ら
 

市 の 人 口 

52,722 人 

入学 おめでとう 

お母さ魚
I\ TV /!

黒所川原大会 
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転
作
説
明
会
を
開
催
 

も
よ
り

の
会
場

に
お

集
ま
り
下

さ
い
 

三
月
二
十
四
日
  

I
時
 

9
時
 

三
月
二
十
三
日
  

1
時
 

9
時
  

1 
時 

月 

十 

日 

9 
時 

三
月
 
二
十
日
  

1
時
 

9
時
 

三
月
 
十
九
日
  

1
時
 

9
時
 

と
 
き
 
地
 
区
 

名
 

五
所
川
原
・
小
曲
 

七
 

和
 

梅
 
沢
 

栄
  

長
 

橋
 

松
 

島
 

飯
 

詰
 

毘
 

沙
 
門
 

中
 

川
 

好
  

市
農
協
 
三
階
会
議
室
 

七
 
和
 

農
 
協
 

市
役
所
 
梅
沢
支
所
 

市
役
所
 
栄
 
支
所
 

市
農
協
 
長
橋
支

所
 

市
役
所
 
松
島
支
所
 

市
役
所
 
飯
詰

支
所
 

毘
沙

門

小
 
学
 
校
 

市
役
所
 
中

川
支
所
 

市
農
協
 
三
好
支
所
 

と
 
一
」
 
ろ
 

, 

環
醸
賃
金
等
標
準
額
決
ま
る
 

日
雇
 
1

ノ
ノ
うA
ニ
『ネ
‘
、
そ
星2
‘
、マ
「
く
，ノ
 

田
植
え

は
三
、
五
〇
〇
円
 

・
 

市
農
業
委

員
会
 

昭
和
五
十
四
年

度
の
「
農
業
日
雇
賃
金
」
、
 
「耕

転
機
等
機
械
賃
借
料
」
の
標
準
額
が
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
参
考
に
し

て

下
さ
い
。
 

昭和54年度 

県
政
に
あ
な
た
の

一
票
を
 

投
票
は
午
前
七
時
か
ら

六
時
ま
で
 

ロ
不
在
者
投
票
の
期
間
ロ
 

ロ
投
票
所
入
場
券
ロ
 

配
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
 

次
の
事
項
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
 

隣
り
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
気
軽
に
あ
な
た
の
投
票
所

へ

お
越
し
下
さ
い
。
 

※
年
齢
要
件
 
昭
和
三

十
四

年
四
月
九
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
 ※

住
所
要
件
 
昭
和
五
十
三

年
十
二
月
十
二
日
ま
で
に
、
五

所
川
原
市
の
住
民
基
本
台
帳

へ

登
録
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き

居
住
し
て
い
る
方
 

※
市
内
転
居
者
 
昭
和
五
十

四
年
二
月
二
十
五
日
か

ら
同
四

月
八
日
ま
で
に
転
居
し
た
方
は

前
住
所
の
投
票
所
と
な
り（

 

 ' 

ロ
不
在
者
投
票
ロ
 

次
の
よ
う
な
事
情
の
方
が
で

き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
本
庁
四

階
）
へ
お
い
で
下
さ
い
。
 

①
投
票
当
日
出
張
と
か
出
か

せ
ぎ
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
用

務
で
、
自
分
の
属
す
る
投
票
区

の
区
域
外
に
出
る
方
、
ま
た
は
、
 

す
で
に
出
て
い
る
方
 

②
病
院
等
に
入
院
中
か
、

入

院
予
定
の
方
 

③
五
所
川
原
市
か
ら
他
の
市

町
村
に
転
出
し
、
ま
だ
転
入
先

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
な

い
（
住
所
要
件
）
方
の
う
ち
、
 

投
票
当
日
五
所
川
原
市
に
来
れ

な
い
方
 

昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
七

日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
。
 
（
受

付
時
間
は
、

毎
日
午
前
八
時
三

〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。）
 

ロ
身
体
の
不
自
由
な
方
ロ
 

身
体
障
害
者
で
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
を
す
る
方
は
、
 

遅
く
と
も
投
票
当
日
四
日
前
ま

で
に
、
郵
便
投
票
証
明
書
及
び

請
求
書
を
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

こ
の
場
合
、
請
求
書
等
に
氏

名
を
自
書
し
、
押
印
し
て
下
さ

い
。
 

ロ
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期

間
、
場
所
ロ
 

▽
期
間
 
昭
和
五
十
四
年
三

月
十
四
日
か
ら
三
月
十
八
日
ま

で
。
 
（
時
間
は
、
毎
日
午
前
八

時
三
〇
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。）
 

▽
と
こ
ろ
 
市
選
挙
管
理
委

員
会

（
本庁
四
階
）
 

選
挙
に

つ
い
て
不
明
な
点
は
、
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
廿
⑤
一
一

一
一
一
番
・
内
線
三
二
七
ー
三

二
九
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
 

さ
い
。
 

Jr 
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嘘
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雌
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作 54年標準1額 

耕 

ト 
転ラ

ク 
タ 

嶋 I 

田 	打 	砕 	き 10a当り 4,400]hI 

畑 4,300 り 

田 荒 し ろ か き 10 a 当り（ 2回） 3.600 シ 

田 植 し ろ か き り 	 ク 3,300り 

耕起 ～ しろか寺 10 a 当り 10,000 シ 

そ
 
の
 

他
 

ノく 	イ 	ン 	ダ 10 a 当り、糸持力 8,500" 

草 	刈 	機 I
L
I

'
1P
)
 
 

8,000 ク 

ノ、 一 ・べ ス 	タ 	ー 10 a 当り、人イI 5,600" 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン ク 15,000" 

田 	植 	機 り 4,500 

才 ペ レ 一ー 	タ ー 1［」当り 6.000" 

水
 
田
 

作 	業 

	
り 男女別 54年標準額 

巾
ー
 
輸
 

九
与
 植

  

男
  

3,500円 

女 3,500 ク 

ク リ」 3,500" 
稲 

ク 女 3,500" 

ク リ」 3,500 ク 
脱 	穀 調 	整 

ク 女 3,500'- 

りんご勇定 持技者除く） ク 5,000" 

ク 男 3,200 ノン 
り ん こ 授 粉 

り 女 3,200" 
り 男 3,500 ク 

り ん ご 摘 果 
ク 女 3.500" 

り ん 	こ 袋 掛 1日当り能力3,000袋 3,500 ク 

り 	ん 	ご 収 穫 
i ri当り賄な 二 男 3,200 ク 

ケ 女 3,200Jン 

薬 剤 散 布 作 業 
り］ 3,200・ノ’ 

ケ 女 3,200/j 

般 農 作 業 男 3,200" 
ク 女 3,200 

◇
耕
転

機
等

賃
料

◇
 

認
  

32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 

ー
 
1
6
 

 
15 14 13 12 1

1
1
0
 

 
9 8 7 	6 5 	4 3

  
2
  

投

票
区
 

小
曲
集
会
所
 

中
泉

集
会
所
 

梅
 
沢
 
支
 

所
 

俵
元

公
民
館
 

前
田
野

目
公

民
館
 

高

野
公

民
館
 

羽
野
木

沢
小
学

校
 

長
富
集
会
所
 

毘
沙

門
小
学
校
 

戸
沢

集
会
所
 

浅
井

集
会
所
 

松
野
木
小

学
校
 

野
里

小
学
校
 

飯
詰
公

民
館
 

飯
 
詰
 
支
 

所
 

藻
川
小
学
校
 

一
二
好

中
学
校
 

高
瀬

集
会
所
 

松
 
島
 
会
 

館
 

一
野

坪
小
学

校
 

金
山

集
会

所

水
野
尾
集
会
所
 

田
川
集
会

所

松
 

島
 
支
 

所
 

沖

飯
詰
小
学

校

中
 
川
 
支
 

所
 

湊
 
集
 
会
 

所

栄
 
小
 
学
 

校
 

五
所
川
原
麟
三中
学
校

森
 

の
 
家
 

 

4
  

南
 
小
 
学
 

校
 

五
所
川
原
小
学

校
 

市

民
文

化
会

館
 

投
 

票
 
所
 

小
曲
 

中
泉
 

梅
田
 

俵
元
、
原
子
（
紅
葉
）
  

前
田
野
月
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
 

長
富
 

毘
沙
門
 

戸
沢
（
石
田
坂
、
平
町
）
 
 

浅
井
 

松
野
木
（
大
聞
、
福
岡
、
若
山
）
 
 

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
 

石
田
（
一
部
〕
福
泉
（
 

部
）
 
 

南
下
、
中
下
、
北
下
、
大
日
町
、
大
正
町
、
皆
瀬
、
五
本
松
 

影
日
沢
、
寺
町
、
下
岩
崎
、
上
町
、
西
岩
崎
、
長
坂
、
下
村
、
 
 

福
泉
（
 
部
）
石

田
（

一
部
）
 
 

伝
助
町
、
新
町
、
大
町
、
沢
田
、
白
旗
、
清
野
 

興
隆
、
朝
日
、
坂
上
南
新
、
北
新
、
中
町
、
下
町
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡
（
福
井

）
 
 

高
瀬
 
訟鞠
‘
奪
聾

0
T*
0
H鵬
勲

I
'
,臨
内
）
 

 

糾
響
桧
押4
,編
抽
集
馴
H
f
l
I
 
字
 

水
野
尾
 

金
山
（
悪
戸
、
田
中
、
野
崎
、
川
代
田
、
宮
田
）
 
 

田
川
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
（
馬
性
）
唐
笠
柳
 

沖
飯
詰
、
桜
田
 

長
橋
（
広
野
，
藤
島
）
川
山
、
種
井
 

湊
（
千
鳥
、
船
越

）
 
 

姥

菌
，
 
（
桜
木
、
菖
蒲
、
船
橋
）
稲
実

（
米
崎
、
開
野
、
稲
葉
）
 
 

田
、
松
元

）
芭
蕉
、
中
平
井

町
十
三
の
四
 

七

ッ
館
、
広
田
、

み
ど
り
町
、
梅
田
（
一
部
）
  

眠
璽

論
P
O
H

Q
1
'
1
8

-
'
C
j
u
p
9
 
A
Q
)

雪

H
I
L

Q
)p
9
 

 

旨
雄

ー
  

栄
町
、
八
重
菊
、

田
町
、
新
町
、
元
町
、
平
和
町
（
蓮
沼
 

東
雲
町
）
長

橋
（
橋
元

）
 
 

欝
唯
H
'喋
郵
T
'
v
W
II
.癖
f
l
]
 

 

I 大鎌東 
’丁谷町

町、 
一布
鳥屋
森町 

一寺
ッ町
谷、 
ー岩
下木
り町
技、 
、本

弥町
生、 
町旭 
、町
柳、 
町川

端 
町 

あ
 
な
 
た
 
の
 
住
 
所
 

,
 

、
 

 

ロ
あ
な
た
の
投
票
所

ロ
 

明るい選挙は 

私たち一人一人の手で 

当
日
午

後
七
時
三

十
分
か

ら
市
民
体
育

館
で
行

い
ま
す
。
 

立
会
演
説
会
へ
ど
う
ぞ
 

'
 

立
会演
説
会、 
 

程
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

ロ
四

月
一

日
午
後

七
時
か

ら
市
民
文
化

会
館
 
口
四

月
二
日

午
後
七

時
か

ら
中

川

中
学
校
 
口

四
月
三

日
午
後
七
時
か

ら
飯

詰
小
学
校
 
口
四

月

四
日
午
後
七

時
か

ら

五
所

川
原
第
三

中
学

校
 
口
四

月
五
日

午

後
七

時
か

ら
羽
野
木

沢
小
学
校
 

ロ
開
票
場
所
ロ
 

 

◇
農
業

日
雇
賃
金

◇
 



住
所
が

変
わ
っ

た
ら
 

水
道
課
に
も
届
け
出
を
 

ま
す

の
で
、
 

精
算

し
て
 

飲食店等の火災が多発 

三
月
か
ら
四
月
に
か
け

て
は
、
 

転
勤
の
多
い
時
期
で
す
が
、
電

話
の
引
っ
越
し
も
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
 

電
話
は
、

い
ま
全
国
ど
こ
へ
 

で
も
移
転
で
 

き
ま
す
が
、
 

荷
物
も
す
っ
 

か
り
片
づ
い
て
、
 

の
引
っ
越
し
は
 

三
月
、
四
月
は
、
「
年
の
う
ち

で
特
に
引
っ
越
し
の
多
い
時
期

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
親
元
に
住

ん
で
い
た
人
が
大
学
に
入
学
し

た
り
、
就
職
し
た
り
し
て
親
元

を
離
れ
、
下
宿
や
寮
に
住
む
場

合
、
あ
る
い
は
転
勤
な
ど
爾
、
 

所
を
移
す
時
は
、

か
ま
ま
で
住

ん
で
い
た
市
町
村
の
役
場
に
必

ず
転
出
届
を
提
出
し

て
下
さ
い
。
 

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、
転
入
 

で
も
同
じ
で
す
。
 

局
で
は
、
で
き
る
だ
け
お
客

の
ご
希
望
に
そ
う
よ
う
努
力
し

て
お
り
ま
す
が
、
突
然
の
ご
注

文
に
は
応
じ
か
ね
る
こ
と
も
あ
 
 

メ
 

し
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
 

新
し

い
住
所
の
あ
る
市

町
村

の
役
場
に
、
転
出
証
明
書
を
添

え
て
転
・
入届
を
忘
れ
ず
に
出
し

て
下
さ
い
。
 

同
じ

市
町
村
内
で

住
所
を

移
し
た
時
は
転
居
届
を
、
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
場
合
は
世
帯
主

変
更
届
を
、
お
忘
れ
な
く
i
。
 

市
町
村

の
役
場
に

は
、
住

民
基
本
台
帳
と
い
う
住
民
の
皆
 

転
勤
と
い
え
ば
、
辞
令
が
出

た
ら
引
っ
越
し
ま
で
、
 一
週
間

と
い
う
よ
う
に
短
期
間
の
場
合

が
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

何
か
と
気
ぜ
わ
し

い
時
期
で

す
が
、
引
っ
越
し
の
事
務
手
続

き
は
早
目
に
す
ま
て
下
さ
い
。
 

転
出
の

届
を
す
る
際
に
は
、
 

と
も
十
日
位
い
前
に
、

電
話
工

事
の
ご
希
望
期
日
と
工
事
内
容

を
局
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

転
勤
な
ど
で
現
在
収
容
さ
れ

て
い
る
局
が
変
わ
る
場
合
は
、
 

移
転
手
続
き

が
必
要
で
す
 

の
で
、
局
窓
 
 

さ
ん
の
住
所
な
ど
を
記
載
し
た

公
簿
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。
市

町
村
で

は
、

こ
の
住
民
基

本

台
帳
に
基
づ

い
て
、
選
挙
人
名

簿
を
作
成
し
た
り
、
印
鑑
の
登

録
を
受
け
付
け
た
り
、
あ
る
い

は
国
民
年
金
や
児
童
手
当
の
支

給
や
予
防
接
種
を
行
う
な
ど
、
 

私
た
ち

の
暮
ら
し
に
密
着
し
た

事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

大
切
な
住
民
基
本
台
帳
が
正
確

で
あ
る
た
め
に
は
、

ぜ
ひ
と
も

正
し

い
届
け
出
が
必
要
な
の
で

す
。
 

‘
印
鑑
が
必
要
で
す
か
ら
、
用
意

し
て
下
さ
い
。
 

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
は

四
、
五
日
前
に
連
絡
し

て
、
引

っ
越
し
当
日
、
検
針
と
集
金
に

来
て
も
ら
う
時
間
を
打
ち
合
わ

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
新
聞
、
 

牛
乳
な
ど
の
支
払
い
も
早
め
に

連
絡
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
 

郵
便
局
に
は
転
居
通
知
を
出

し
て
下
さ
い
。
電
話
は
最
寄
り

の
電
話
局
で
移
転
の
手
続
き
を

し
ま
し
よ
」フ
。
 

清
掃

（く
み
取
り
、
ご
み
集

め
）
に
料
金
を
支
払
う
地
域
で

し
た
ら
、
そ
の
手
続
き
も
忘
れ

ず
に
し
ま
す
。
 

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ

た

方
々
、
お
隣
、
近
所

へ
の
ご
あ

い
さ
つ
を
お
忘
れ
な
く
。
 

《
 

'
 

引
っ
越
し
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
が
、
転
勤
な
ど

で
住

所
が
変
わ
る
方
は
、
引
っ
越
 

し
の

四
、
 

五
日

前
に
 

市
水
道
課
へ
お
届
け
下
さ

い
。
 

前
回
の
検
針
か
ら
引
っ
越

し
日
ま
で
の
料
金
を
精
算
し
 

曹
ま
嘱
篭
雄
毒gf
‘

曹
臓
鵬
電
器
讐
井
蓄
冨
雄
叫
散
臨
驚轟
講
鷲
躍
書
 

最
近
各
地
で
、
 

バ
ー
、
キ
ャ
バ

レ
ー
、
飲
食
店

等
の
火
災
が
あ

い
つ
ぎ
、
多
く

の
死
傷
者
が
で

て
い
ま
す
。
 

当
市
で
も
、
 

こ
こ
ニ
カ
月
の

間
に
こ
の
種
の

火
災
が
三
件
発

生
し
、
う
ち
一
一

件
は
発
見
が
早

く
ボ
ヤ
で
す
み

ま
し
た
が
、
一
一
 

月
二
十

一
日
に

は

一
棟
を
全
焼
す
る
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
火
災
は
、
閉
店

後
に
発
生
し
た
a
で
死

傷
者
は

で
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
営
業
時
間
内
で

あ
っ
た
ら
ど
ん
な
惨
事
，
 

に
な
っ
て
い
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、
飲
食
店
 

ま
せ
ん
と
、
あ
と
か
ら
入
居
 

す
る
方
や
家
主
の
方

に
め
い
 

わ
く
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
 

か
ら
引
っ
越
し
て
下
さ
い

o
 

等
風
俗
営
業
の
経
営
者
、
従
業

員
は
、
次
の
防
火
対
策
を
早
急

に
確
立
し
、
火
災
の
未
然
防
止

に
務
め
て
下
さ
い
。
 

ロ
日
頃
か

ら
防
火
の
責
任
、
 

管
理
体
制
を
は
っ
き
り
さ
せ
て

お
く
こ
と
 
ロ
消
火
器
等
消
火

の
た
め
に
必
要
な
設
備
を
完
備

し
て
お
く
こ
と
 
ロ
二
方
向
の

避
難
ロ
、
避
難
路
を
確
保
し
て

お
く
こ
と
 
ロ
火
器
関
係
設
備
、
 

器
具
の
取
り
扱
い
管
理
を
徹
底

さ
せ
る
こ
と
 
ロ
た
ば

こ
の
吸

が
ら
入
稽
凄
灰
皿
）
等
を
完
備

し
、
完
全
消
火
に
努
め
る
こ
と
 

匿

名
で

九

千

円
寄

付

東
町
 
恵
の
箱
」
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
 
に
、こ
の
ほ
ど
匿
名
で
九

千
七
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
東
町
の
飲
食
店
等

で
備
え
て
い
る
「
恵
の
箱
」
 
に

お
客
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
で

す
。
 

昭和54年（1979年）3月15日（443号） 五う 
（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

転
出
・
転
入
の
届
け
を
お
忘
れ
な
く
 

電
話
の
移
転
は

お
早

め
に
 

家
屋
の
増
・
改
築
に
も
 

か
り
片
づ
い
て
、
 「
さ
て
電
話
 
り

ま
す
。
 

ロ
ま
で
お
い
で
下
さ
る
よ
う
お
 

の
引
っ
越
し
は
 

」
で
は
、
 

引
っ
越
し
、
自
宅
の
改
築
、
 

願
い
し
ま
す
。
 

ち
ょ
っ
と
遅
い
の
で
す
。
 

電
話
機
の
移
動
な
ど

で
電
話
工
 
五
所

川
原
電
報
電
話
局
 

自

宅
の
新
築
 
改
築
の
場
合
 
事
が

必
要
な
場
合
は
 
少

（
 

（
 。
④

5

〇
〇
番
）
  

!
 

引
っ

越
し

メ
モ
 

防火体制を急いで下さい 



 

か 

  

加m 	臓 

     

     

⑤ （第 3 種郵便物認可） 広報ごしょがわ．ら 	 昭和54年（1979年） 3 月15日（443号） 

街
頭

献
血
に
ご

協
力
下

さ
い
 

言か～~~~~ 受付時間 相 談 内 容 

毎月第1・第3 月曜日 1 :OO-2 :oo 一般健康相談 

毎月第 3火曜日 ク 精神衛生相談 

毎月第1‘第3 水曜日 ク 乳幼児健康相談 

毎月第4 水曜日 ク 療 育 柑 談 

毎月第 2・第 4 水曜日 
12:45議・00 

優生保護相談・母親学級 

固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧
 

四

月
ニ
日
、

ニ
十
一

日
 

毎
年
三
月
に
、
 
「
固
定
資
産
 
月

）
ー
四
月
二
十

一
日
（
土
）
 

課
税
台
帳
」
 
の
縦
覧
を行
っ
て
 
ま
で
。
 

（
平
日
は
、
午
前
八
時

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
ひ
と
 
三

〇
分
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
 

月
遅
れ
て
四
月
二
日
か

ら
四
月
 

・
土
曜
日
は
、
午
前
八
時
三
〇
 

二
十

一
日
ま
で
行

い
ま
す
。
 

分
か
ら
正
午
ま
で
。
）
 

こ
れ
は
、
今
国
会
で
昭
和
五
 

口
縦
覧
場
所
 
市

税
務
課
（
 

十
四
年
度
税
制
度
の
一
部

改
正
 
‘

本
庁
三
階
）
 

が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
課
税
台
 

な
お
、
二
月
十
五
日
発
行
の

帳
に
価
額
を
登
録
で
き
な
い
た
 
市

広
報
に
掲
載
さ
れ

た
縦
覧
期

め
で
す
。
 

間
を
右
記
の
と
お
に

訂
正
さ
せ

ロ
縦
覧
期
間
 
四
月
二
日
（
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

「
野
球
教
室
」
を
開
催
 

ロ
と
き
 
三

月
二
十
五
日

（
 

o
受
講
用
ス

日
）
午
後
十

ニ
時
三
十
分
か

ら
 
コ

ア
ブ
ッ
ク
は

ロ
と
こ
ろ
 
市

民
体
育
館
補
 
準

備
し
て
あ
り
 

助
競
技
場
 

ま
す
。
 

ロ
講
習
内
容
 
①
ル

ー
ル
解
 

o
野
球
規
則

説
②
ス
コ
ア
ブ
ッ

ク
記
帳
③
審
 
を
お

持
ち
の
方

判
実
技
 
は

持
参
し
て
下
 

ロ
携
帯
品
 
黒

・
赤
鉛
筆
、
 

さ
い
。
 

消
し
ゴ
ム
 
〇
主

催
 
市
 

ロ
受
講
料
 

無
料
 

野
球
協
会
、
市
 

o
初
歩
か
ら

の
基
本
的
な
講
 
教

育
委
員
会

習
で
す
の
で
、
初
心
者
で
も
遠
 

慮
な
く
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
口
座
振
替
の
仕
組
み
ロ

コ

＠
水
道
課
で
は
、
請
求
書

」
，
 

を
あ
な
た
の
指
定
し
た
銀
行
、
》1
 

信
用
金
庫
に
送
り
ま
す
。
 

そ
4
 

⑨
請
求
書
を
受
け
と
っ
た
 
の
 

、
 

こ
れ
ら
金
融
機
関
で
は
、
振
 
し
 

替
日
に
請
求
さ
れ
た
料
金
を
払

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
支
支

払

い
し
て
く
れ
ま
す
。
 

動

＠
領
収
書
は
、
金
融
機
関

自
 

県
の
移
動
採
血
車
「
青
い
鳥

号
」
 
が
、次
の
日
程
で
街
頭
献

血
を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

▽
四
月
五
日

（
木
）
 

O
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

O
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
 

時
ま
で
、
東
北
電
力
五
所
川
原
 

営
業
所
前
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

▽
四
月
十
九
日

（
木
）
 

＠
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

五
所
川
原
保
健
所
前
 

登
録
替
え
等
に

つ
い
て
は
、
 

三
月
一
日
発
行
の
市
広
報
に
詳

し
く
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で

ご
参
照
下
さ
い
。
 

ま
た
、
登
録
替
え
等

で
不
明

な
点
は
、
市
・
市
民
課

（
廿
⑤

二
一

一
一
番
・
内
線
二
七
五
番
 

・

二
七
七
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

水
道
料
金
の
支
払
い
に
「
 

ロ
座
振
替
」
を
利
用
す
る
方

が
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
 

こ
の
ロ
座
利
用

の
支
払
い
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

、

I
ー
、
‘， 

阜ド
‘
、
‘
・

，
 

「
 

一
日
一
円
で
、
ご
家
族
の
安

心
を
“
 

交
通
災
害
共
済
」
に
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

五
十
四
年
度
の
加
入
申
し
込

み
は
、
市
社
会
課
、
各
支
所
の

窓
日
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す

青
森
県
交
通
災
害
共
済
組
合
 

か
ら
直
接
お
手
元
へ
届
け
ら

れ
、
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま

す

o
 

ロ
手
続
き
は
簡
単
ロ
 

水
道
課
、
ま
た
は
利
用
し

て
い
る
金
融
機
関
の
窓
口

へ

最
近
の
水
道
料
金
領
収
書
、
 

預
金
通
帳
と
届
出
印
、
収
入

印
紙
（

一
〇
〇
円
）
を
お
持

ち
に
な
る
だ
け
で
す
み
ま
す
。
 

ロ
便
利
で
安
心
ロ
 

⑨
集
金
日
だ
か
ら
と
い
っ

て
集
金
員
を
待
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

⑨
支
払
い
に
で
か

け
る
手

数
や
支
撫
車
を
忘
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

＠
共
か
せ
ぎ
家
庭
や
一
人

住
い
の
方
、
留
守
が
ち
な
お

宅
で
は
と
く
に
便
利
で
す
。
 

ロ
取
り
扱
い
金
融
機
関
ロ

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原
支

店
、
東
奥
信
用
金
庫
五
所
川

原
支
店
、
津
軽
信
用
金
庫
五

所
川
原
支
店
 

O
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三

時
ま
で
、
本
町
①
か
さ
い
駐
車

場
」剛
 胃

腸

病
の
検
診
 

2
4日
締

切
り
 

三
月
一
日
付
け

市
広
報
で
お

知
ら
せ
し
た
胃
腸
病
検
診
の
申

し
込
み
締
切
り
は
三
月
二
十
四

日

（
土
）
で
す
。
 

妊
産
婦
を
除
く
三
十
五
歳
以

上
の
男
女
が
対
象
で
す
の
で
、
 

受
診
希
望
者
は
早
め
に
市
保
険

衛
生
課

（
廿
⑤
二
一
一
一
番

・

内
線
二
七
〇
番

）
へ
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
 

四
月
一
日
か
ら

印
鑑
登
録
、
 

証
明
の
制
度
が

変
わ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
印
鑑
の
登
録
替

え
が
必
要
で
す
の
で
、
期
間
内

に
登
録
替
え
を
し

て
下
さ
い
。
 

ロ
登
録
替
え
の
期
間
 

四

月
一
日
か

ら
 

印
鑑
登
録
・
証
明
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す
 

四
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日

ま
で
 

こ
の
期
間
内
に
登
録
替
え
を

さ
れ
な
い
場
合
は
、
従
来
の
登

録
が
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
注

意
し
て
下
さ

い
。
 

「健康相談」のご利用を 
五所川原保健所では、母子保健の向上を図るため、 4 月1日 

から次の日程で「健康相談」を行います。 

お気軽においで下さい。 

日程は次のとおりです。 



税

務

署
だ

よ

り
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
い
つ

か
は
、
 
“退
職
）
の
日
が
や

っ
て
き
ま
す
。
そ
の
と
き
手

に
す
る
の
が
退
職
金
で
す
が
、
 

そ
の
退
職
金
の
支
給
を
受
け

る
と
き
に
は
所
得
税
と
住
民
 

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
 

ま
す
。
 

退
職
金
は
、
長
い
 

間
の
勤
労
の
対
価
で
あ
り
、
 

ぐ
、、

「
【
閏
瑞
 

”
」副
引
］
、
一ロ
皿
 

退
職
後
の
生
活
の
た
め
に
も

大
切
な
も
の
で
す
か
ら
、
ほ

か
の
所
得
と
分
離
し
て
課
税

さ
れ
る
な
ど
、
軽
い
負
担
で

す
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
退
職
所
得
の
計
算
 

（退
職
金
の
額
ー
退
職
所
 

得
控
除
）
×
二
分
の

一
ー
退

職
所
得
 

,
  

こ
の
退
職
所
得
に
、
所
得

税
の
税
率
を
か
け
た
も
の
が

所
得
税
額
、
住
民
税
の
税
率

を
か
け
た
も
の
が
住
民
税
額

と
な
り
ま
す
。
 

ロ
退
職
所
得
控
除
額
 

退
職
し
た
人
の
勤
続
年
数

に
応
じ
 

①
勤
続
年
数
が
二
十
年
以

下
の
と
き
 

勤
続
年
数

×
二
十
五
万
円

冒
続
？

紗

が
二
十
年
以

上
の
と
き
 

（勤
続
年
数
ー
一
一

〇
年
）
×
五
十
万
円
 

×
五
〇
〇
〇
万
円
 

退
職
所
得
の
計
算
な
ど
で

わ
か
ら
な
い
E
き
は
、
五
所

川
原
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

（
五所
川
原
税
務
署
）
 

退

職
金
と
税
金
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市
内
神
山
・
少
年
自
然
の
家
 

り
ま
し
た
ら
協
力
を
お
願

い
し

で
は
、
冬
期
間
「
ス
キ
ー
教
室
」
 
ま
す
。
 

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
ス
キ
 

ロ
連
絡
先
 

ー
用
具
が
不
足
し
て
い
る
た
め
 

市
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育
 

市
民
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
 

課

（
廿
④
三

一
九
二
番
）
 

使
わ

れ
て
い
な
い
 

ス
キ
ー
用
具
が

あ
っ

た
ら
 

月・日 曜 日 時 	間 地 	 区 

3・26 月曜H 9 : oo-i5 : 00 松島地区（松島町含む） 

3・27 火 ク ク 栄地区・湊団地（みどり町含む） 

31 28 水 ク 

d 

田町・栄町・蓮沼・元町・柳町・

鎌谷町・一ッ谷・鳥森・新町 

3・29 木ク ク 

川端町・寺町‘・岩木町・本町・大町 

弥生町・東町・旭町・布屋町・ 

幾島町・柏原町・末広町 

3 ・ 30 金 ク ク 

長橋橋元・新宮町・小曲・上・中‘ 

下平井町・敷島町・錦町・幾世森・

雛田町（さっき町含む） 

3・31 土 ク 9 : OO-12 :00 日程内にお出になれなかった全域 

労
働
保
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告
近
づ

く
 

事
業
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み
な
さ
ん
へ
 

き
は
た
り
な

い
現
状
で
す
0
 

労
働
保
険
（
労
災
保
険

・
雇

み
な
さ
ん
の
な
か
で
、
お
子
 

用
保
険
）
の
申
告

書
の
提
出
と

さ
ん
が
大
き
く
な
り
、
使
わ
れ
 

保
険
料
の
納
付
は
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五
月
十
五

て
い
な
い
ス
キ
ー
、
ス
キ
ー
靴
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。
 

で
ご
寄
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い
た
だ
け
る
方
が
あ
 

申
告
書
の
用
紙
、
手
続
き
の
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ま
す
。
 

少
年
自
然
の
家
に
は
、
ス
キ
 

ー
、
ス
キ
ー
靴
が
九
十
人
分
あ

り
ま
す
が
、
利
用
者
が
多
い
と
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 付
 
ス
ナ
ソ
ク
「
キ
 

”
姦
勲
穀
 

ナ

キ
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 さ
ん
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ス
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月
二
十
九
日
社

会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
、
現
金
三
万
円
を
高
橋
助

役
に
託
し
ま
し
た
。
 

先
に
市
民
文
化
会
館
で
開
い

た
歌
謡

コ
ン
ク
ー
ル
の
収
益
の

一
部
を
贈
っ
た
も
の
で
す
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説
明
書
な
ど
は
四
月
初
旬
に
お

手
元
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
が

な
る
べ
く
早
め
に
申
告

・
納
付

し
て
下
さ
い
。
 

年
度
更
新

の
申
告
書
の
作
成

指
導
会

の
日
時
、
会
場
は
、
申

告
書
用
紙
等
を
送
付
の
際
に
ご

案
内
し
ま
す
か
ら
、
都
Aロ
の
よ
一

い
日
時
と
会
場
を
選
ん
で
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気

軽
に
お

い
で
下
さ
い
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労
働
保
険
料
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労
災
保
険

の
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付
に

つ
い
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は
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も

ご
遠
慮
な
く
、
青
森
労
働
基
準

局
か
五
所
川
原
労
働
基
準
監
督

署
（
廿
⑤
二
三
〇
九
番
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ゴ
 
市

内
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町
 

国民健康保険「被保険者証」の
更新のお知らせ 

今年は、 「被保険者証」 の更新の年です。」,市では、下記の日

程で更新を行います。被保険者証は保険診療の証明書です。忘

れず古い被保険者証と交換してドさい。 

ロ検隅場所 市本庁2 階ロビー 

東
北
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力
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講
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回
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婦
人
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気
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気
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受
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生
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す
。
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．
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中
卒
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上
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二
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付
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す
。
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集
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（
廿
⑤
二
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番
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お
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い
合
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さ
 

い
。
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紙
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早
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布
に
ご
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さ
い
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